
書

評

評轡

森
田
猛
著『

ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
文
化
史
学

　
一
市
民
教
育
か
ら
読
み
解
く
　
　
』

渡
　
辺
　
和
　
行

　
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
哲
学
が
ニ
ー
チ
ェ
の
再
評
価
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
、

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
歴
史
学
は
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
再
評
価
を
も
た
ら
し
た
。
両

者
は
と
も
に
近
代
批
判
と
い
う
点
で
共
通
性
を
持
っ
て
お
り
、
ブ
ル
ク
ハ
ル

ト
は
、
そ
の
近
代
批
判
ゆ
え
に
ル
ネ
サ
ン
ス
の
文
化
や
ギ
リ
シ
ア
文
化
史
へ

と
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
一
般
に
美
術
史

家
と
か
文
化
史
家
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
の
歴
史
学
と
交
差
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
歴
史
学

と
は
社
会
史
で
あ
り
、
と
り
わ
け
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
時
代
と
重
な
る
第
三
期

の
社
会
史
と
は
文
化
社
会
史
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
先
駆
者
が
、
『
イ
タ
リ

ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
文
化
騙
（
一
八
六
〇
年
）
を
著
し
た
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
で

あ
っ
た
。
今
日
の
文
化
史
は
、
そ
の
外
延
を
広
げ
て
政
治
文
化
・
法
文
化
・

宗
教
文
化
・
学
校
文
化
・
企
業
文
化
・
習
俗
な
ど
を
も
含
む
広
義
の
文
化
を

対
象
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ー
ク
の
『
文
化
史
と
は
何

か
』
（
増
補
改
訂
版
、
長
谷
川
貴
彦
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
～
○
年
）

や
『
思
想
』
の
「
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ー
ク
σ
仕
事
…
文
化
史
研
究
の
現
在

1
」
（
一
〇
七
四
号
、
二
〇
＝
二
年
）
を
繕
け
ば
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

つ
ま
り
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
文
化
史
は
、
二
〇
世
紀
後
半
に
再
評
価
さ
れ
継
承

発
展
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
一
＝
世
紀
の
今
日
、
ブ

ル
ク
ハ
ル
ト
を
論
ず
る
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
～
つ
の
方

向
性
を
指
し
示
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
著
者
は
、
「
あ
と
が
き
」
の
な
か
で
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
と
の
出
会
い
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
。
マ
イ
ネ
ッ
ケ
を
介
し
て
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
出
会
っ
た
と
い

う
著
者
の
内
発
的
な
モ
チ
ー
フ
に
加
え
て
、
こ
こ
で
は
外
発
的
な
理
由
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
著
者
が
同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
学
科
文
化
史
学
専
攻

（
現
在
は
同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
史
学
科
西
洋
文
化
史
コ
ー
ス
）
の
出
身

で
あ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
著
者
は
意
図
せ
ず
し
て
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
文

化
史
学
を
考
察
す
る
最
良
の
環
境
に
い
た
。
し
か
も
、
著
者
が
大
学
に
入
学

し
た
～
九
八
○
年
は
、
日
本
で
も
社
会
史
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
り
、
構
造
論

的
歴
史
学
や
系
列
史
と
し
て
の
社
会
史
か
ら
心
性
史
や
歴
史
人
類
学
と
し
て

の
社
会
史
へ
と
転
回
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
ロ

ジ
ェ
・
シ
ャ
ル
チ
エ
の
読
書
行
為
の
社
会
史
や
ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン
の
感
性

の
歴
史
学
が
脚
光
を
浴
び
て
い
た
。
こ
う
し
た
四
囲
の
状
況
が
、
著
者
を
し

て
文
化
史
に
関
心
を
持
た
せ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
本
書
が
歴
史
教
育
者

と
し
て
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
光
を
当
て
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
著
者
の

指
奪
教
員
（
望
田
幸
男
氏
）
が
当
時
、
教
育
社
会
史
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で

あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
第
三
章
の
副
題
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
扁
は
、
ま
さ
に
望
田
氏
の
専
門
職
研
究
と
の
関
係
を
推

測
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
著
者
の
内
発
的
動
機
と
外
発
的

状
況
が
交
差
す
る
こ
と
で
著
者
の
基
本
モ
チ
ー
フ
が
姿
を
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
史
学
史
研
究
で
あ
る
が
、
類
書
と
違
う
の
は
歴
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史
教
育
者
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
の
ラ

イ
ト
モ
チ
ー
フ
は
教
職
に
生
き
た
歴
史
家
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
あ
っ
た
。
レ
ー

ヴ
イ
ッ
ト
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
論
烏
頭
の
文
章
、
す
な
わ
ち
讐
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト

は
学
問
と
い
う
営
為
に
貢
献
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
も
な
け
れ
ば
、
単
な
る

個
人
的
感
慨
を
吐
き
出
そ
う
と
思
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
彼
は
教
師
で
あ
り

た
い
と
欲
し
た
の
で
あ
る
。
半
世
紀
を
逓
じ
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
い
ち
ば
ん
高

い
意
味
に
お
い
て
大
学
の
歴
史
の
教
師
で
あ
っ
た
扁
（
カ
ー
ル
・
レ
ー
ヴ
イ

ッ
ト
、
西
尾
幹
二
・
粘
着
早
霜
訳
噸
ヤ
ー
コ
プ
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
融
T
B
S

ブ
リ
タ
二
型
、
一
九
七
七
年
、
1
頁
）
を
導
き
手
と
し
て
、
本
書
は
学
生
や

市
民
に
歴
史
を
教
授
し
た
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
注
目
す
る
。

　
な
ぜ
こ
の
視
座
が
斬
新
な
の
か
は
、
研
究
史
を
振
り
返
っ
た
と
き
に
明
ら

か
と
な
る
。
従
来
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
研
究
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
歴
史
思
想

や
文
化
史
学
の
方
法
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
著
者
は
本
格
的
な
研
究

史
を
記
し
て
い
な
い
の
で
、
邦
語
文
献
の
な
か
に
本
書
を
位
置
づ
け
る
た
め

に
も
、
邦
語
文
献
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
論
の
特
徴
を
以
下
に
摘
記
し
よ
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
翻
訳
も
含
め
て
単
著
の
邦
語
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
論
は
五
冊
出
て

い
る
。
既
述
の
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
の
研
究
（
原
著
、
一
九
三
六
年
）
、
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
講
演
（
中
山
治
一
・
岸
田
達
也
訳
『
ラ
ン
ケ
と
ブ

ル
ク
ハ
ル
ト
一
意
文
社
、
　
一
九
六
〇
年
、
原
著
～
九
四
八
年
）
、
仲
手
川
良

雄
『
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
史
学
と
現
代
漏
（
異
文
社
、
～
九
七
七
年
）
、
下
村
寅
太

郎
『
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
世
界
嚇
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
。
下
村
寅
太
郎

著
作
集
第
九
巻
騨
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
研
究
㎏
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
年
に
再

録
。
本
稿
で
は
著
作
集
を
利
用
）
、
そ
し
て
本
書
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書

は
日
本
人
の
手
に
な
る
三
冊
目
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
論
は
、
ニ
ー
チ
ェ
や
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

と
の
比
較
な
ど
哲
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
特
色
が
あ
り
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
学

問
観
・
歴
史
観
・
政
治
観
を
論
じ
は
し
た
が
、
歴
史
教
育
者
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト

を
論
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
自
身
、
「
学
問
的
な
著
述
は

最
も
不
健
康
な
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
講
義
だ
け
す
る
と
い
う
こ
と
は
（
そ

れ
が
ど
ん
な
に
困
難
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
要
す
る
研
究
と
準
備
が
ど
ん

な
に
詳
細
を
き
わ
め
て
い
て
も
）
こ
の
世
の
最
も
健
康
な
職
業
で
あ
る
」

（
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
、
一
〇
八
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
が
「
大

学
の
歴
史
の
教
師
」
と
し
て
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
を
正
し
く
認
識
し
て
い
た
だ

け
に
、
な
ぜ
教
育
者
と
し
て
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
を
深
め
な
か
っ
た
の
か
、
著

者
な
ら
ず
と
も
疑
問
が
残
る
。

　
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
論
は
、
悲
惨
な
ナ
チ
ズ
ム
体
験
後
に
改
め

て
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
現
状
認
識
に
示
さ
れ
た
先
見
の
明
に
感
銘
し
、
ラ
ン
ケ

的
な
政
治
史
で
は
な
く
て
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
文
化
史
を
評
価
す
る
論
考
で
あ

る
。
マ
イ
ネ
ッ
ケ
は
、
一
九
四
七
年
の
講
演
の
な
か
で
こ
う
述
べ
て
い
た
。

「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
後
に
研
究
す
る
者
に
と
っ
て

も
、
結
局
は
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
方
が
ラ
ン
ケ
よ
り
も
い
っ
そ
う
重
要
な
も
の

と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
…
…
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
、
自
分
自
身
の
賭
代

の
歴
史
的
本
質
を
ば
ラ
ン
ケ
よ
り
も
い
っ
そ
う
深
く
い
っ
そ
う
鋭
く
洞
察
し

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
未
来
を
も
ま
た
ラ
ン
ケ
よ
り
い
っ
そ
う
明
確
に
い
っ

そ
う
確
実
に
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
…
…
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の

卓
越
性
は
、
現
在
お
よ
び
未
来
に
つ
い
て
の
判
断
に
あ
る
」
。
こ
の
判
断
と

は
、
未
来
の
透
視
者
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
二
〇
世
紀
の
大
衆
社
会
、
す
な
わ
ち

「
退
化
し
た
大
衆
的
人
間
」
を
、
門
二
〇
世
紀
の
問
題
性
を
予
見
し
て
い
た
」

（
マ
イ
ネ
ッ
ケ
、
五
～
七
、
三
七
、
一
二
一
頁
）
こ
と
に
よ
る
。

　
史
学
史
家
の
仲
手
川
良
雄
氏
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
歴
史
観
・
時
代
認
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評

識
・
歴
史
主
義
・
歴
史
的
偉
大
さ
な
ど
を
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
論
じ
て
い
る
。

哲
学
者
の
下
村
寅
太
郎
氏
は
、
第
…
に
美
術
史
家
と
し
て
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
、

つ
い
で
文
化
史
家
・
歴
史
哲
学
者
と
し
て
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
焦
点
を
当
て

た
浩
灘
な
研
究
を
著
し
、
そ
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
評
価
に
は
瞠
目
す
べ
き
指
摘

も
あ
る
。
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
、
バ
ー
ゼ
ル
大
学
で
美
術
史
の
講
義
を
三
五
年

問
に
わ
た
っ
て
続
け
た
と
こ
ろ
に
も
、
文
化
史
と
し
て
の
美
術
史
を
重
視
し

て
い
た
様
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
下
村
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
論
は
ブ

ル
ク
ハ
ル
ト
の
翻
訳
も
少
な
か
っ
た
時
期
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
、
作
晶
の
紹
介

に
も
紙
幅
を
費
や
し
て
お
り
、
研
究
ノ
ー
ト
の
趣
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と

い
う
読
後
感
が
残
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
研
究
史
を
概
観
す
る
と
、
本
書
の
特
色
が
「
も
つ
ば
ら
自
己

の
教
職
に
生
き
た
」
（
自
伝
申
の
言
葉
）
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
あ
る
こ
と
が
理

解
で
き
る
だ
ろ
う
。
歴
史
教
育
者
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
と
い
う
視
点
か
ら
、
彼
の

歴
史
観
・
歴
史
講
義
録
・
講
演
・
文
化
史
の
方
法
な
ど
が
読
み
直
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
教
育
者
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
と
い
う
新
し
い
視
点
に

よ
る
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
論
の
「
チ
チ
ェ
ロ
ー
ネ
」
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
短
い
序
章
と
終
章
、
本
論
六
章
と
補
章
か
ら
な
る
本
書
の
内

容
を
要
約
し
よ
う
。
著
者
は
、
序
章
「
教
育
と
し
て
の
歴
史
」
で
先
述
の
ラ

イ
ト
モ
チ
ー
フ
を
開
陳
し
た
。
第
一
章
「
市
民
の
教
育
者
と
し
て
の
ブ
ル
ク

ハ
ル
ト
」
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
行
っ
た
大
学
の
講
義
・
大
学
予
科
の
授

業
・
市
民
向
け
の
公
開
講
演
の
三
つ
に
つ
い
て
触
れ
る
と
同
時
に
、
受
講
生

が
保
守
的
な
バ
ー
ゼ
ル
の
教
養
市
民
層
で
あ
っ
た
こ
と
や
バ
ー
ゼ
ル
の
文
化

的
空
間
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
、
バ
ー
ゼ
ル
市
民
の
た
め
に
著
述
し
た
ブ
ル

ク
ハ
ル
ト
を
力
説
す
る
。
第
二
章
「
革
命
時
代
の
人
間
」
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル

ト
が
バ
ー
ゼ
ル
大
学
で
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
講
じ
た
「
革
命
時
代
史
扁
を

「
ギ
リ
シ
ア
文
化
史
」
と
比
較
し
つ
つ
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
時
代
認
識
、
お

よ
び
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
時
代
の
本
質
や
課
題
を
ど
う
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
講

義
を
通
し
て
伝
え
た
の
か
を
解
明
し
た
。
著
者
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
小
国

家
的
な
市
民
生
活
や
市
民
的
自
由
と
い
う
「
古
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
養
」
を

重
視
し
、
返
す
刀
で
革
命
帯
代
の
病
理
を
人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
見
出
し
、

啓
蒙
主
義
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
性
善
説
的
教
説
を
批
判
し
、
ペ
シ

ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
人
間
観
や
社
会
観
を
対
置
し
た
と
主
張
す
る
。
第
三
章

「
ラ
ン
ケ
の
遺
産
と
近
代
歴
史
学
」
で
は
、
ラ
ン
ケ
の
二
つ
の
遺
産
（
実
証

的
な
批
判
的
分
析
と
普
遍
史
的
な
総
合
的
叙
述
）
の
内
、
ラ
ン
ケ
学
派
が
継

承
し
な
か
っ
た
後
者
の
遺
産
を
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
講
義
や
講
演
を
通
し
て
承

継
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
史
学
が
些
末
実
証
主
義
の
弊
害
を

免
れ
え
た
こ
と
を
述
べ
る
。

　
第
四
章
「
ニ
ー
チ
ェ
へ
の
応
答
扁
は
、
歴
史
学
の
科
学
化
と
専
門
職
化
が

「
生
」
に
対
す
る
歴
史
の
弊
害
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
ニ
ー
チ
ェ
の
歴
史
批

判
に
対
し
て
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
判
繰
り
返
す
も
の
、
恒
常
的
な
も
の
、
類

型
的
な
も
の
」
に
注
愛
す
る
文
化
史
学
の
方
法
と
教
育
実
践
に
よ
っ
て
乗
り

越
え
ん
と
し
た
こ
と
を
描
く
。
ま
た
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
専
門
家
に
よ
る
科

学
的
な
歴
史
研
究
よ
り
も
、
「
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
に
よ
る
歴
史
術
的
な
文
化

史
研
究
」
を
重
視
し
た
こ
と
も
併
せ
て
述
べ
た
。
第
五
章
「
才
童
戦
争
期
の

文
化
史
学
」
は
、
ド
イ
ツ
統
一
に
よ
る
門
派
国
家
」
の
誕
生
と
い
う
時
代
の

転
換
の
な
か
で
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
講
義
が
「
古
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
養
篇

を
救
い
出
す
べ
く
、
多
様
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
歴
史
的
偉
大
さ
の
回
復
に
潮
力

さ
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
第
六
章
「
人
間
精
神
の
危
機
」
で
は
、
ブ
ル
ク

ハ
ル
ト
の
教
育
活
動
の
基
底
に
あ
っ
た
も
の
が
、
危
機
の
時
代
に
お
け
る
教

養
市
民
層
の
歴
史
的
役
割
、
す
な
わ
ち
多
様
で
自
由
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
維
持
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す
る
こ
と
を
「
特
別
な
義
務
」
と
し
て
教
養
市
民
層
に
教
授
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。
本
論
を
要
約
し
た
短
い
終
章
に
続
い
て
、
補
外
門
革

命
時
代
の
《
指
導
者
》
と
し
て
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
が
遣
か
れ
、
な
ぜ
ル
ネ
サ

ン
ス
が
「
わ
た
し
た
ち
の
時
代
の
指
導
者
」
と
呼
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か

を
論
じ
た
。

　
評
者
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
専
門
家
で
も
ド
イ
ツ
史
学
史
の
専
門
家
で
も

な
い
。
　
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
史
学
史
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
に
す

ぎ
な
い
。
そ
う
し
た
立
場
か
ら
、
以
下
何
点
か
コ
メ
ン
ト
を
加
え
よ
う
。

　
第
一
に
歴
史
教
育
者
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
か
ら
は
、

教
養
市
民
層
の
育
成
の
た
め
に
歴
史
教
育
に
情
熱
を
注
い
だ
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト

が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
教
育
者
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
力
点
を
捲
く
と
、
岡

時
代
的
文
脈
を
考
慮
に
入
れ
る
度
合
い
が
高
ま
り
、
歴
史
教
育
の
本
、
質
と
い

っ
た
時
代
を
通
観
す
る
視
点
は
弱
ま
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
歴
史
叙
述
の
理
念
が
「
像
b
d
臨
自
」
の
形

成
に
あ
る
と
す
れ
ば
（
下
村
、
四
七
〇
頁
）
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
歴
史
教
育

の
役
割
を
人
閾
形
成
、
す
な
わ
ち
「
教
養
b
d
ま
毒
o
q
」
に
概
い
た
こ
と
は
必

然
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
歴
史
学
の
使
命
を
専
門
家
の

養
成
で
は
な
く
「
教
養
」
に
あ
る
と
考
え
た
の
は
、
小
規
模
な
バ
ー
ゼ
ル
大

学
（
学
生
総
数
～
五
〇
～
一
六
〇
名
）
に
勤
務
し
た
こ
と
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
教
育
に
情
熱
を
注
い
だ
様
は
、
一
八
五
回
も
の
講
演
や
公

開
講
義
、
そ
れ
に
加
え
て
大
学
な
ど
で
の
講
義
に
…
贈
進
し
、
休
講
は
一
八
九

一
年
の
事
故
に
よ
る
～
回
だ
け
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
表
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ク

ハ
ル
ト
は
、
何
よ
り
も
「
教
養
な
き
専
門
人
」
「
文
化
な
き
専
門
人
」
を
憂

え
た
の
だ
ろ
う
。

　
今
日
の
大
学
が
遣
か
れ
て
い
る
状
況
か
ら
す
る
と
、
教
養
教
育
と
営
門
教

育
と
の
連
関
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ポ
リ
シ
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
、

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
～
に
相
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
ま
で
踏
み
込
ん
で
論
究
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
い
か
な
る
入
間
を
養
成
し
よ
う
と
し
た
の
か
が
具
体
的
に

理
解
で
き
、
二
一
世
紀
の
歴
史
教
育
に
と
っ
て
も
神
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
公
開
講
義
の
内
容
分
析
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
特
徴
を
明
快

に
で
き
れ
ば
、
教
職
に
生
き
た
歴
史
家
の
側
衝
を
際
立
た
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

中
谷
博
幸
氏
の
研
究
を
読
む
と
そ
う
し
た
思
い
を
禁
じ
え
な
い
（
中
谷
博
幸

「
ヤ
ー
コ
プ
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
公
開
講
義
扁
『
香
川
大
学
生
涯
学
習
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
舳
第
一
三
号
、
二
〇
〇
八
年
）
。
も
っ
と
も
、
上

層
中
産
階
級
の
出
身
と
推
測
さ
れ
る
数
十
名
の
受
講
生
を
相
手
に
す
る
講
義

と
、
義
務
教
育
導
入
後
の
歴
史
教
科
書
の
執
筆
に
よ
る
歴
史
像
の
提
示
と
で

は
、
そ
の
影
響
力
の
相
違
は
大
き
い
と
念
望
さ
れ
る
が
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は

あ
く
ま
で
も
教
養
市
民
層
に
「
古
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
養
」
を
伝
授
す
べ
く

努
め
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
、
歴
史
教
科
書
の
執
筆
に

健
筆
を
振
る
い
、
「
政
治
教
育
の
道
具
と
し
て
の
歴
史
教
育
」
に
共
和
的
市

民
形
成
を
託
し
た
第
三
共
和
政
期
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
家
と
の
違
い
を
痛
感
せ

ざ
る
を
え
な
い
。

　
第
二
に
「
歴
史
と
詩
の
序
列
論
争
」
か
ら
派
生
す
る
問
題
で
あ
る
。
ブ
ル

ク
ハ
ル
ト
自
身
は
序
列
論
争
に
賛
否
を
述
べ
な
か
っ
た
と
い
う
が
（
本
書
、

一
五
二
頁
）
、
彼
は
こ
の
論
争
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
『
意
志
と
表
象

と
し
て
の
世
界
舳
に
よ
っ
て
最
終
的
に
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い

た
（
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
、
藤
田
健
治
訳
『
世
界
史
的
諸
考
察
騙
四
這
社
、
一
九

八
一
年
、
七
四
頁
）
。
ま
た
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
、
歴
史
は
直
観
に
よ
っ
て
支

配
さ
れ
る
詩
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
個
別
的
な
も
の
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評封ヒ

田

を
叙
述
す
る
歴
史
よ
り
普
遍
的
な
も
の
を
語
る
詩
を
重
視
し
た
こ
と
は
有
名

で
あ
る
が
、
下
村
氏
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
歴
史
叙
述
は
「
普
遍
的
な
も
の

を
語
る
詩
」
た
る
こ
と
を
意
欲
し
て
い
る
と
か
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
意
味

で
の
「
詩
」
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
述
べ
る
門
繰
り
返
す
も
の
、
恒
常
的
な

も
の
、
類
型
的
な
も
の
」
を
体
系
的
に
叙
述
す
る
「
文
化
史
」
に
対
応
す
る

と
述
べ
て
い
る
（
下
村
、
四
五
一
～
四
五
二
買
）
。
著
者
も
同
様
の
見
解
の

よ
う
だ
が
（
本
書
、
…
六
三
頁
）
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
出
身
、
歴
史
学
は
法
則

定
立
的
科
学
で
は
な
く
、
「
歴
史
法
則
」
は
不
正
確
だ
と
も
記
し
て
い
る

（『

｢
界
史
的
諸
考
察
舳
二
二
五
頁
）
。
と
い
う
こ
と
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は

歴
史
学
を
個
性
記
述
的
科
学
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ブ
ル
ク
ハ
ル

ト
は
「
普
遍
的
な
も
の
は
偉
大
な
個
人
に
集
約
さ
れ
て
き
た
」
（
本
書
、
二

一
二
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
偉
人
や
個
人
に
注
琶
す
る
点
で
歴
史
主
義
の
枠

内
に
あ
る
と
も
言
い
う
る
。

　
一
九
世
紀
の
思
潮
と
し
て
ド
イ
ツ
の
歴
史
主
義
と
フ
ラ
ン
ス
の
実
証
主
義

と
い
う
対
抗
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト

の
歴
史
観
は
歴
史
個
体
に
執
着
す
る
ド
イ
ツ
歴
史
学
と
は
距
離
を
置
い
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
歴
史
主
義
や
実
証
主
義
に
対

す
る
見
解
に
つ
い
て
も
う
少
し
触
れ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
ラ

ン
ケ
史
学
や
ベ
ル
リ
ン
か
ら
の
距
離
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
史

学
史
的
に
も
重
要
な
論
点
だ
ろ
う
。
南
欧
と
北
欧
の
境
界
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ

ン
ス
の
狭
問
に
位
置
す
る
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
、
ド
イ
ツ
文
化
圏
の
周
縁

バ
ー
ゼ
ル
に
居
住
し
、
学
問
の
中
心
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
大
学
へ
の
招
聰
も
固

辞
し
た
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
本
質
に
迫
る
問
題
が
、
そ
こ
に
胚
胎
し
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
三
に
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ブ
ル
ク
ハ
ル

ト
が
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
シ
ュ
レ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
論
（
世
界
と
人
聞
の
発
見
）

に
刺
激
を
受
け
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
ミ
シ
ュ
レ
と
ブ
ル
ク
ハ

ル
ト
の
関
係
は
ル
ネ
サ
ン
ス
論
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
『
世
界
史
的
諸
考
察
燥
（
四
五
、
一
九
六
、
一
九
八
、
二

六
五
頁
）
の
な
か
で
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ル
ナ
ン
の
『
現
代
の
諸
問
題
騙
（
一

八
六
八
年
間
や
エ
ド
ガ
ー
ル
・
キ
ネ
の
職
革
命
騙
（
一
八
六
五
年
）
を
た
び

た
び
引
用
し
て
い
る
。
ミ
シ
ユ
レ
と
キ
ネ
は
、
一
八
五
二
年
に
コ
レ
ー
ジ

ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
を
追
わ
れ
た
が
、
キ
ネ
は
～
八
五
八
～
七
〇
年
の
間
、

ス
イ
ス
の
レ
マ
ン
湖
東
端
に
あ
る
ヴ
ェ
イ
ト
ー
に
仮
寓
中
で
、
～
八
六
七
年

に
は
ミ
シ
ュ
レ
も
キ
ネ
の
も
と
を
訪
れ
た
り
し
て
い
る
。
し
か
も
ブ
ル
ク
ハ

ル
ト
と
キ
ネ
は
、
と
あ
る
葬
儀
の
場
で
出
会
っ
て
い
る
。
バ
ー
ゼ
ル
に
亡
命

し
て
い
た
ジ
ャ
ン
H
パ
テ
ィ
ス
ト
・
ア
ド
ル
フ
・
シ
ャ
ラ
ス
が
一
八
六
五
年

一
月
下
旬
に
死
去
し
た
際
で
あ
る
。
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
、
シ
ャ
ラ
ス
を
「
私

が
か
つ
て
近
づ
き
に
な
っ
た
入
の
中
で
最
も
非
凡
な
人
間
」
と
評
し
て
い
る

（
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ケ
ー
ギ
、
坂
井
直
芳
訳
糊
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

像
瞼
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
七
一
頁
）
。
シ
ャ
ラ
ス
の
葬
儀
に
キ
ネ

と
ミ
シ
ュ
レ
の
優
れ
た
門
人
の
一
入
、
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
シ
ャ
サ
ン
も
参

列
し
て
い
た
（
ケ
ー
ギ
、
七
四
頁
）
。
望
蜀
を
承
知
で
続
け
る
と
、
ブ
ル
ク

ハ
ル
ト
が
ミ
シ
ュ
レ
の
読
者
で
あ
っ
た
以
上
の
関
わ
り
が
な
か
っ
た
の
か
是

非
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ミ
シ
ュ
レ
以
外
に
も
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・

チ
エ
リ
や
美
術
史
家
テ
ー
ヌ
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
知
識
入
と
の
学
問
的
な

関
係
や
影
響
は
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
論
及
し
て
い
た
だ
き
た

か
っ
た
。

　
第
四
に
ヘ
イ
ド
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
の
指
摘
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
は
特
に

ホ
ワ
イ
ト
に
論
及
し
て
い
な
い
が
、
二
一
世
紀
に
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
を
論
ず
る
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に
は
ホ
ワ
イ
ト
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ホ
ワ
イ
ト
は
、

…
九
世
紀
に
近
代
歴
史
学
が
誕
生
し
て
以
来
、
歴
史
学
は
＝
○
○
○
年
以

上
の
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
」
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

「
ア
マ
チ
ュ
ア
や
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
た
ち
の
創
作
活
動
」
、
「
想
像
力
や
直
観
、

情
念
、
さ
ら
に
は
偏
見
」
な
ど
、
「
よ
り
創
造
的
で
詩
的
な
種
類
の
叙
述
」

が
切
り
捨
て
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
（
ヘ
イ
ド
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
、
佐
藤
啓
介

訳
「
実
用
的
な
過
去
」
欝
心
血
㎞
　
～
〇
三
六
号
、
二
〇
一
か
年
、
　
～
七
頁
）
。

つ
ま
り
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
歴
史
学
は
、
直
観
や
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
重
視
に

窺
え
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
切
り
捨
て
ら
れ
よ
う
と
し
た
も
の
の
擁
護
で
は
な

か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
は
『
メ
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
嚇
の
な
か
で
、
ブ

ル
ク
ハ
ル
ト
は
謝
刺
・
反
語
の
ス
タ
イ
ル
を
用
い
た
歴
史
家
だ
と
位
置
づ
け

つ
つ
、
真
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
二
つ
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
論
（
国
民
主
義
の
進

行
・
工
業
化
・
大
衆
化
に
よ
る
文
化
の
堕
落
に
対
す
る
鋭
敏
な
批
評
家
と
し

て
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
を
称
え
る
見
解
と
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
の
影
響

下
で
発
展
過
程
や
因
果
関
係
に
つ
い
て
十
分
と
は
い
え
な
い
歴
史
観
を
持
っ

た
知
識
人
と
し
て
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
を
既
め
る
見
解
）
の
間
に
で
は
な
く
て
、

二
つ
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
論
の
下
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
を

ど
う
考
え
た
ら
良
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
三
つ
の
ポ

テ
ン
ツ
（
国
家
・
宗
教
・
文
化
）
に
つ
い
て
、
ホ
ワ
イ
ト
は
門
文
化
が
栄
え

る
の
は
、
国
家
と
宗
教
と
い
う
強
制
力
が
弱
体
化
し
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
強

制
力
が
文
化
の
内
奥
の
推
進
力
を
妨
げ
え
な
か
っ
た
と
き
だ
け
で
あ
る
」
と

語
る
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
を
引
用
し
て
い
る
（
訟
躇
α
①
ロ
≦
露
8
噂
さ
ミ
ミ
恥
ミ
ミ
、

ミ
Q
霞
笥
ミ
思
ミ
ミ
躇
ミ
ミ
帖
。
謡
§
き
ご
鴨
謄
§
導
－
G
§
ミ
透
肉
ミ
選
打
ゆ
巴
亭

B
霞
¢
｝
⑩
刈
ρ
O
や
ト
。
ω
ω
歯
ω
心
噌
卜
。
お
）
。
一
九
世
紀
に
集
権
化
と
世
俗
化
が
進
行

し
、
政
治
の
地
位
向
上
と
宗
教
の
地
位
低
下
を
目
撃
し
た
近
代
に
は
文
化
は

育
た
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
語
論
的
転
回
や
文
化
論
的
転

回
後
の
今
世
紀
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
文
化
史
の
意
義
を
再
考
す
る
た
め
に
は
、

歴
史
教
育
者
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
加
え
て
や
は
り
歴
史
研
究
者
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト

を
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
近
代
に
切
り
捨
て
ら
れ
た
修

辞
の
力
や
詩
的
な
歴
史
叙
述
を
再
考
す
る
た
め
に
も
、
ホ
ワ
イ
ト
の
指
摘
に

応
答
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
五
に
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
ル
ソ
ー
観
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト

は
「
革
命
時
代
」
を
も
た
ら
し
た
ル
ソ
ー
を
思
想
的
に
嫌
悪
し
て
い
る
が
、

ル
ソ
ー
も
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
も
と
も
に
堕
落
史
観
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
共
通

性
が
あ
る
。
社
会
契
約
論
を
唱
え
た
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市
民
ル
ソ
ー
と
文
化
史
を

唱
え
た
バ
ー
ゼ
ル
市
民
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
違
い
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
個
人

的
資
質
の
相
違
に
加
え
て
、
バ
ー
ゼ
ル
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
と
い
う
地
理
的
・
文

化
的
・
言
語
的
空
間
の
網
違
も
大
き
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
著
者
へ
の

注
文
で
は
な
く
て
、
評
者
自
身
の
課
題
で
あ
る
。
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